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中部ブロックの直轄事業における新規事業候補箇所の選定の考え方

1.中部の直轄国道全線（約1800km）
○Ｈ２２道路交通センサス区間ごとに分割

【１２７７区間】

2.対策未実施区間（新規事業候補対象区間）の抽出
○改築事業中区間及び併行する現道（715区間）を除外

【５６２区間】

【対策未実施区間（新規事業候補対象区間）の抽出】

【一般改築】

【新規事業候補箇所の選定】

Ｈ25新規事業候補箇所の選定結果

一般国道４１号 名濃バイパス 【１０区間】

１.新規事業候補箇所の抽出
○「地域の主要渋滞箇所」が存在する区間を抽出

【２２８区間】

【地域の主要渋滞箇所とは】

２.事業実施前提の確認
○上記区間のうち、事業実施の前提となる都市計画決定済区間を抽出

・都市計画決定済区間（６５区間）

【６５区間】

あらまし

これまでの取り組み

・ 道路の渋滞対策を効率的に進めていくために、中京圏（概ね東海環状自動車道内側）の自専道ネット

ワークと、それら以外の道路ネットワークを対象として検討組織を立ち上げ、これらの場（協議会）にお

いて、渋滞箇所の的確な把握方法について検討した。

・ 検討結果を踏まえ、道路利用者が実感している渋滞箇所等を「地域の主要渋滞箇所」として選定した。

国土交通省中部地方整備局、中部運輸局、各県警、各県、政令市、道路公社、

中日本高速道路株式会社、名古屋高速道路公社、各県トラック協会、各県バス協会、各県タクシー協会など

※ ｢中京圏渋滞ボトルネック対策協議会・各県道路交通渋滞対策推進協議会｣の構成メンバー

・ 道路利用者と協議会の双方の意見を踏まえて、地域

全体として実感している渋滞箇所を選定した。

① 協議会の意見

最新のITS技術を有効活用して、客観的かつ効率的

に渋滞箇所を抽出した。

② 道路利用者等の意見

パブリックコメントにより、一般市民の他、関係自治体

バス協会、 トラック協会、タクシー協会等から、幅広

く意見を聴取した。

・ 客観的データに基づき、渋滞発生箇所を抽出

・ 地域の交通特性を考慮した抽出方法を検討

素案の選定（協議会の意見）

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄの実施（道路利用者等の意見）

｢地域の主要渋滞箇所｣の選定

最新のITS技術を有効活用

・ 道路利用者が実感している渋滞箇所を抽出

・ 最新データや現地状況により渋滞状況を確認

パブリックコメントの案内チラシ

・ 道路利用者の移動情報（ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ）

を収集・分析

・ 速度低下等の道路交通状況を客観

的かつ効率的に把握

・ 集中する渋滞箇所は、効率的に対策を実施で

きるよう、区間またはエリアに集約

事業実施環境が整った区間のうち新たな高規
格道路の整備効果等課題や対策内容が整理さ
れている箇所で、各箇所の事業効果や緊急性、
予算状況等を踏まえ、総合的な観点から選定
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■一般改築ロングリスト【６５区間】

一般改築ロングリスト（６５区間） 【一般改築】

※関連する主要渋滞箇所数順
（同数の場合、路線番号順）



Ｈ25新規事業候補箇所の位置図

①一般国道41号 名濃バイパス

3



4

① 一般国道４１号 名濃バイパス


